
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

出資
法人

～ 5年

～ 5年

～ 4年

～ 4年

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

設 置 目 的
県民に魚とのふれあいの場を提供することにより、自然保護に対する理解
を深め、併せて内水面漁業の振興に資する。

主 な 業 務 の 内 容

(1)利用の承認に関する業務
(2)施設及び設備器具の維持保全に関する業務
(3)水産動植物の飼養栽培及び展示に関する業務
(4)水産動植物に関する講習会及び催しの実施に関する業務

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

○敷地面積         4,000 ㎡
○建築面積     1,027.02㎡
○建物延面積 1,474.41㎡
○建物の構造
・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（地下1階、地上2階建て､機械棟1棟）
○施設の内容
･1階:展示ﾌﾛｱｰ(二重回遊水槽等)    562.29㎡
･2階:学習ﾌﾛｱｰ(ｼｱﾀｰﾎｰﾙ等)         736.62㎡
　　　 事務室､機械室､倉庫、東屋等 457.05㎡

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

山梨県立富士湧水の里水族館設置及び管理条例

株式会社　桔梗屋 H31.4.1 R5.3.31 152,095,116

株式会社　桔梗屋 R5.4.1 R9.3.31 160,076,000

２　施設の概要

所 在 地 南都留郡忍野村忍草3098-1

設 置 年 月 日 平成13年4月25日

株式会社　桔梗屋 H21.4.1 H26.3.31 151,483,000

株式会社　桔梗屋 H26.4.1 H31.3.31 155,796,000

指定管理者名 指定期間
委託料総額
（単位：円）

施 設 名 山梨県立富士湧水の里水族館

所 管 課 農政部　食糧花き水産課

指定管理者 株式会社桔梗屋

１　指定管理者の推移

導入年度 平成２１年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和５年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和5年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和5年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和5年度）

　令和5年度の利用者数は、175,650人で、目標値とした175,200人に対して450人上回る結果となった。こ
れはコロナ禍からの回復も一段落つき、旅行先が海外など多岐にわたるようになってきたが、コロナ禍後半
から令和5年度にかけて来館された利用者からの口コミによる新規利用者も増加しており、当館の魅力が今
まで以上に広く浸透してきたことで目標値を達成することが出来たと考えられる。個人利用の外国人観光客
もコロナ禍前より増加してきており、今後はインバウンド対策を行っていくことも利用者数増加のための重要
な要素の1つであると考える。
　また、令和5年度は既存展示「おいしい水族館」の一部をリニューアルし、寿司屋風の生け簀水槽展示を
作製した。この他にも水産物の流通に関する解説パネルを増設するなど、水産業に関する展示の充実化
を図り、好評を得ている。その他にも既存展示のリニューアルを複数個所で行うなど館内の展示を改良し続
けた結果、アンケートの満足とやや満足合わせて96.5%と引き続き高い評価を得ることが出来た。

　運営業務については、業務計画書に基づき適正に実施されていた。
　施設管理については、法令に基づく点検を行い、点検結果等を県と共有し、共通理解を図ること。
　設備面において、経年劣化による機器の故障などによる修繕が今後も必要になると考えられるが、修繕
については県と協議を行い、優先順位を決めて計画的に実施すること。
　利用者満足度については、引き続き展示やイベントの内容を工夫していくことで高い満足度を維持するこ
と。
　引き続き、ホームページ、ＳＮＳ等を活用した広報を行うととともに、人件費、光熱水費、消耗品費、工具器
具備品等について、飼育する生物や利用者に影響のない範囲で節約し、経費の削減を図ること。

　各種支出の削減については、施設所管課からの指導どおり機材変更やこまめな消灯などの節電対応
や、冷暖房の使用時間減少による光熱水費の削減などを行っている。また、消耗品関係に関しても、少し
でも安価な所から購入することに加え、必要最低限の購入に留めるなどして支出削減を図った。昨今の物
価上昇などの影響や、展示物増加に伴う飼育生物の増加とその維持のために職員を増員したことなどによ
り人件費も増加したなど、思うように削減することが出来ていない。引き続き施設のクオリティに影響が出な
い範囲での支出削減を図っていく。
　利用者満足度については、定期的な展示のリニューアルや新規の体験イベント開催などを行っており、リ
ピーターが何度来館しても新鮮な気持ちで楽しめるように努めており、引き続き来館者の満足度向上を図
る。
　また、依然として経年劣化による施設・設備の故障が施設各所で発生しているため、引き続き早期に発見
して県と協議の上、来館者の利便性・満足度の向上に努めていく。

入館者、事業参加者
の合計

利 用 者
満 足 度

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

利 用 実 績 137,200人 111,036人 126,643人 180,912人 175,650人

４　利用状況、利用者満足度の状況

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

収支差額 1,833,601 1,210,309 395,734 159,717

105,547,494 103,423,564

収入合計 77,584,805 80,509,139 87,553,161 105,707,211 102,143,715

　　　　　年度
項目

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備考

△ 1,279,849

支出合計 75,751,204 79,298,830 87,157,427
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

山梨県立富士湧水の里水族館

農政部　食糧花き水産課

株式会社桔梗屋

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和5年度） （単位：円）

県

県

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和5年度） （単位：円）

4 随意契約 売り上げの30% 354,276

台数 選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

二重回遊水槽流水循環ポンプ（内側）・吹上循環ポンプ修繕　外3件 3,013,500

階段滑り止め再固定修繕 128,700

二重回遊水槽流水循環ポンプ（外側）修繕 110,000

名 称 ・ 施 設
内 容 等

二重回遊水槽流水循環ポンプ（内側）・流水循環ポンプ（外側）・吹上循環ポンプ修繕 1,287,000

目標値の設定方法
H26～：平成24年度実績の年度ごとに1.2%増（平成26年度からの指
定管理者への応募時の目標値）ただし、前年の実績が目標値を下
回った場合は、前年の目標値を継続。

シアターホール椅子破損部位修理　外4件 373,450

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件２０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

利
用
率

稼働率等（利用率） 432人/日 404人/日 442人/日 571人/日

実績／目標割合 94.0% 76.1% 86.7% 123.9% 100.3%

利
用
者
数

554人/日

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

入館者数/営業日数

目 標 値 146,000 146,000 146,000 146,000 175,200

利 用 者 数 合 計 137,200 111,036 126,643 180,912 175,650

施 設 名

所 管 課

指定管理者

令和元年度

175,650

事業参加者数 39,429 0 0 0 0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入館者数 97,771 111,036 126,643 180,912
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

収 支 差 額 （ C - D ） △ 192,487 0 0 33,400 0
D 支出額計 192,487 54,600
C 収入額計 88,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一人当たり指定管理者委託料＊ 235.5 292.2 257.7 215.5 202.5

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ） 1,833,601 1,210,309 395,734 159,717 △ 1,279,849

県への納付金 1,171,780
外部委託比率 19.0% 19.1% 16.9% 14.4% 11.3%

その他(建物検査等) 1,832,494 1,750,727 1,512,404 1,881,197 1,081,437
保守管理業務 2,658,460 2,945,092 2,193,258 2,035,780 1,309,710
植栽管理業務 3,731,427 3,771,432 3,771,432 3,771,432 2,514,288

5,498,014
警備業務 714,428 766,920 958,650 1,176,780 1,294,520

14,396,465 15,147,726 14,711,684 15,220,249 11,697,969
清掃業務 5,459,656 5,913,555 6,275,940 6,355,060

その他(通信費等) 1,445,111 1,195,162 1,848,100 1,989,424 2,629,746
改修等予備費 2,000,000 2,000,000 0
工具器具備品 1,034,000 2,970,000 1,063,549
商品仕入れ 3,775,424 4,442,161 8,169,247 8,411,122 10,078,561
賃借料 569,042 355,140 287,394 276,738 347,530

612,150
光熱水費 10,923,709 9,605,240 11,273,244 16,606,239 14,478,884

本社管理・事務費 4,839,600 4,884,000 4,884,000 4,884,000 4,884,000
宣伝広告費 2,516,742 2,075,892 2,120,275 3,000,970 2,138,403

103,423,564
人件費 29,243,724 26,306,846 26,530,603 32,706,561 41,551,378

支
　
出

Ｂ 支出額計 75,751,204 79,298,830 87,157,427 105,547,494

修繕費 535,514 1,958,671 313,390

消耗品費 7,505,873 13,327,992 13,985,490 17,177,150 12,769,614

305,041

助成金(雇用調整助成金等) 3,951,369 2,924,080 200,040
預金利息 91 51 145 173 378

その他(イベント参加費等) 792,355 808,240 619,613 1,786,264 1,902,042
売店収入 5,808,345 6,991,043 9,187,732 15,075,671 15,541,056
自動販売機収入 321,612 258,901 316,902 353,973 354,276

収
　
入

77,584,805 80,509,139 87,553,161 105,707,211 102,143,715
施設利用料 35,896,950 31,010,660 33,641,900

追加委託料(感染症) 2,460,452 5,041,875 8,221,789

49,313,090 48,771,560
指定管理委託料 32,305,000 32,447,000 32,641,000 38,978,000 35,574,403

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

６　利用者満足度

利用者の意見
への対応

【設備などの充実度】
・定期的な点検や、異常が見られた所は随時、県の担当部署と協議をしつつ修繕
を行っている。ただし、機器自体が老朽化しており、交換部品の調達に時間が掛
かったり、調達コストの上昇が問題となっている。また、根本的に部品が製造終了し
てしまい、修理も出来ない機器が増えており順次更新をしていく必要がある。その
ため今後の運用方法や修繕について検討していく必要がある。

【シアターの満足度】
・現在設備の更新も含めて、現代の機能や仕様に合わせた設備と映像の近代化を
進めている。

施設全般の満足度 84.8% 11.7% 1.4% 2.1%

利用者の
主な意見

【設備などの充実度】
・故障中の機器を直してほしい。
・施設全体の老朽化からくる不具合を直してほしい。

【シアターの満足度】
・映像を更新してほしい。

⑦スタッフの態度 77.8% 19.4% 2.1% 0.7%

⑧イベント満足度 72.0% 21.6% 3.9% 2.5%

⑤展示魚の数や状態 78.1% 17.3% 3.5% 1.1%

⑥シアターの満足度 65.4% 29.0% 4.2% 1.4%

③館内の清潔さ 82.0% 13.4% 3.2% 1.4%

④設備などの充実度 77.1% 19.4% 2.1% 1.4%

①開館日、開園時間 83.0% 14.5% 1.8% 0.7%

②入館料 77.0% 17.0% 3.5% 2.5%

実施方法等
実施時期：令和5年4月～令和6年3月
実施方法：入館者へのアンケート
回答数：283人

満足
どちらかといえば

満足
どちらかといえば

不満
不満
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

７　評価結果

項目

収支状況

　令和5年度の利用料金収入は、前年度
よりも入館者数が約5,200人減少したこと
により、利用料金収入額も令和4年度と
比べて約1％減少した。
　利用者満足度向上のために、ここ数
年、新展示の増加とともにそれに伴う生
物管理数が増加している。それら業務増
加に伴う職員の増員によって人件費が
前年度比で約127%増加したことや、年度
半ばほどからの物価高などにより、消耗
品を必要最低限に絞り、少しでも安価な
所から購入するとともに、機材変更やこま
めな消灯などの節電対策を行っても大幅
な経費節減とはならなかった。
　そのため、今後も施設のクオリティー向
上を行いつつ、業務内容を見直して作
業の効率化を図ることで、余分な消耗品
の使用や電気使用量の削減を図り、少し
でも支出節減となるよう努める。

　新しい展示を作ったが、費用は抑えている。
施設のクオリティーの向上を図るとともに、業
務委託、物品購入等常時経費の節減に努め
つつ、人件費等の削減により、サービスの質
が低下しないようにすること。
　また、広告料については、その費用対効果
を確認し、効果が低い場合は他の広報手法
についての検討を行うこと。

運営業務

　新型コロナウィルス感染症の影響もほ
ぼなくなり、適正に業務を執行した。ま
た、実施事業は概ね好評であった。
　今後もアンケートのご意見などを踏まえ
つつ、利用者の満足度の向上を目指し
て取り組んでいく。

　業務計画に則り、適正に業務を執行した。
　引き続き、利用者の安全に配慮しつつ、満
足度向上を図る取組を行っていくこと。

利用状況

　利用者数は目標の175,200人に対し
100.3％の175,650人で目標と比べて
0.3％の微増となった。
　コロナ禍からの回復も一段落付き、旅
行先が多様化してきたことで利用者数の
増加も落ち着いてきたのではないかと考
える。それでもコロナ禍直前の平成30年
度よりも利用者数が約4万人多い状態を
維持出来ているのは、細かなリニューア
ルや広報・口コミの広がりによるものだと
考える。
　引き続き、利用者の年齢層や客層に合
わせた展示や、既存水槽の内容リニュー
アルを増やすなどして施設の充実化を
図り、利用者の更なる増加に繋げてい
く。

　引き続き、展示内容や企画事業を工夫する
とともに、効果的なＰＲ方法を検討すること。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理
業　　　務

　清掃業務、設備保守点検を計画どおり
に実施した。
　保安・警備業務は隣接する「森の学習
館」（忍野村の施設）と問題なく共同実施
した。
　経年劣化により来館者に直接影響が出
る場所や、隣接施設に影響のある設備
破損などが発生してきているが、速やか
に修繕もしくは対処をして利用者の利便
性維持に努めた。

　法令に基づく点検を行い、点検結果等を県
と共有し、共通理解を図ること。
　施設建設から年数が経過しているため、経
年劣化している箇所が多いが、適宜修繕を実
施した。利用者が安全に過ごせるよう県と協
議し、速やかに対応すること。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

８　施設所管課による定期評価結果

学校団体の
施設利用数

の増加

　施設の利用促進及び教育機関との連
携を図るため、学校団体の施設利用数
を評価指標とし、目標値を75校に設定し
た。
　学校団体からの事前の相談に真摯に
対応し、年間参加者数は8３校と実績が
目標を上回る結果となった。

　今後も学校団体からの事前相談に真摯に
対応するとともに、ＳＮＳ等を活用した広報を
行い、周知を図ること。

体験学習参
加者の増加
（工作教室

等）

　施設の利用促進を図るため、工作教室
等の体験学習の参加者数を評価指標と
し、目標値を4,000人に設定した。
　体験教室の実施情報について、施設
ホームページや広報誌等で広報し、年
間参加者数は9,381人と実績が目標を上
回る結果となった。

　今後もホームページや広報誌等を利用して
広報を行い、さらなる周知を図ること。

水産動植物
に関する体
験学習参加
者の増加
（給餌体験
及び職員解

説）

　施設の利用促進及び内水面漁業の周
知・啓発を図るため、水産動植物に関す
る体験学習の参加者数を評価指標とし、
目標値を2,000人に設定した。
　体験教室の実施情報について、施設
ホームページや広報誌等で広報し、年
間参加者数は3,600人と実績が目標を上
回る結果となった。

　今後もホームページや広報誌等を利用して
広報を行い、さらなる周知を図ること。

利用者
満足度

　総合アンケートの結果は、満足、どちら
かといえば満足が96.5％であった。
　設備の老朽化からくる不具合の早期対
応や、展示生物数の増加などが利用者
からの要望として寄せられているため、い
ただいた意見についてはできるだけ速や
かに業務運営に反映し、利用者により安
心して満足してもらえるような施設運営に
努めていく。

　昨年度に引き続き、アンケートの満足度は、
満足、どちらかといえば満足の回答を合わせ
て96.5％と高い数値を維持した。
　引き続きアンケート結果を参考に、施設運
営の改善に努めること。

施策推進
業務の内容

評価 改善内容

自主事業
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和５年度事業分）

９　管理体制（組織図）

令和５年４月１日現在

1 人

1 人

1 人

1 人

2 人

5 人

3 人

14 人

非常勤職員

合計

館長

課長

課長代理

統括係長

係長

一般職員

施設・淡水
魚管理

3
水槽・設備

管理
2

1

総務・講習
会管理

3
施設・淡水魚

管理
係長

1
水槽・設備管理

係長 1

課長代理 1
庶務・経理

課長
1

企画
統括係長

館長 1
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